
新潟大学 人を対象とする研究等倫理審査委員会 オプトアウト書式 

① 研究課題名 新潟大学医学部総合診療実習前後のアンケートによる学生の意

識調査 

② 対象者及び対象期間

対象者及び対象期間： 新潟大学医学部医学科総合診療学講座の臨床実習を行った医学生および総

合診療学実習協力施設の指導医を対象とする。期間は 2023 年 1 月から 2029 年 3 月 31 日ま

でとする。 

③ 概要

総合診療実習の前後に「総合診療にどのくらい興味がありますか」「将来、どのような医師と

して働きたいですか」「総合診療（幅広い診療スタイル）はこれからの社会でどのくらい必要

と思いますか」「総合診療はどのような医療環境で必要性が高いと思いますか」「総合診療を学

ぶことは自身のキャリアにはどのくらい役立ちそうですか」「専門医としての総合診療専門医

は医療現場でどのくらい必要だと思いますか」を Visual Analogue Scale 法を用いたアンケ

ートによって学生から聞き取り調査する。これらの結果を実習施設ごとに集計し、カリキュラ

ム内容と学生の総合診療への関心の高まりについての関連性を調査する。また、実習の指導医

にも教育内容や学生への対応、総合診療医の資質に対する認識などについて、アンケート

調査を行う。 

④ 申請番号

⑤ 研究の目的・意義 各実習施設のカリキュラム内容と学生の総合診療への興味の高ま

りに関連があるのかどうかを調べ、その結果に基づき総合診療への

親和性の高まる実習内容への改善へとつなげる。また、学生が総合

診療を志向する要素を探索へと発展させる。 

⑥研究期間 倫理審査委員会承認日から 2029 年３月まで (予定) 

⑦情報の利用目的及び利用

方法（他の機関へ提供される

場合はその方法を含む。） 

医学教育学会、プライマリ・ケア連合学会、新潟県医師会雑誌など

への投稿および各学会・研究会での発表を通して、新潟大学医学部

医学科総合診療学講座で行われている実習を周知するとともに、学

生の総合診療に対する興味・志向を変化させる要素を伝える。 

⑧利用または提供する情報

の項目 

総合診療実習を行った学生ならびに指導医を対象に行ったアンケ

ート結果及び考察 

⑨利用する者の範囲 新潟大学医学部医学科総合診療学講座・実習指導医 

⑩試料・情報の管理について

責任を有する者 

新潟大学医学部医学科総合診療学講座 

特任講師 馬場晃弘 

⑪お問い合わせ先 所属：新潟大学医学部医学科総合診療学講座  

氏名：馬場晃弘 

2023-0340



Tel：0252272173 

E-mail：akibaba@med.niigata-u.ac.jp 

 


